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議会報告会 会場報告書 

 

担当班：1 班  班代表者：   渡辺 拓道 

 

概要 

地区名 ：城北地区 

日時  ：令和 4年 5月 19日（木） 

     19：30～：20：53 

場所  ：玉水会館 

参加人数：19 人(男 18人・女 1 人) 

【出席議員】 

 渡辺拓道 

 上田英樹 

大西基雄 

 原田豊彦 

 園田依子 

（１）開会あいさつ ：渡辺 拓道 

（２）議会報告   ：DVD参照 

（３）質疑応答   ：下記参照 

（４）意見・提言等 ：下記参照 

（５）閉会あいさつ ：園田 依子 

挨拶・総括    ：渡辺 拓道 

司会進行     ：前田 えり子 

報告       ：大西 基雄 

記録       ：原田 豊彦 

会場（マイク）  ：園田 依子 

 

【主な質疑】 

質疑・意見 回答 

・今 15 人で運営している議会で、いきなり 3 委員会 18 人が妥当といわ

れても納得できない。 

・議会運営委員会と各常任委員長の 10 人で検討しました。全議員で専門家のアドバイス

や丹波市議会との合同研修、西脇市議会とのオンライン研修など全力で情報を集めまし

た。本市議会は委員会中心主義をとっているので、委員会審議が充実するよう配慮したも

のです。市財政に占める議会費の割合は高くなく、市民の代表として多様な地域から多様
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な人材が必要であると判断し、議会の充実を優先に決めさせていただきました。 

・政務活動費の支出が少ない。有効に使うべきではないか。不要なら元

から減らせば良い。 

・コロナ禍の影響もあり、支出が少なくなっています。いただいたご意見は議会で共有します。 

・先住民が 6 軒、移住者が 6 軒だが、移住者に既存事業に対して積極

的な方。先住者でも消極的な方など多様性が見られるが、心やすく話し

合うことから始めている。 

一部を除いては協力的。移住者はリモートで仕事をしていたり、陶芸家

だったりで、先住民は農業に四苦八苦しているのに、優雅そうな生活に見

える。また、空き家がすぐ売れることには驚いている。 

・本市への移住者は増加傾向にあり、コロナの影響もあって、移住に関する問い合わせも多

くいただいているようです。いただいたご意見は議会で共有します。 

・40 戸の集落だが、移住者から「入村料」30,000 円を徴収している。この

ようなお金をもらって良いのか迷っている。他の地域はどうか。 

・他の地域でもよく聞く話ですが、地域自治会の運営に必要という理解を得ることが大事だ

と思います。課題であると考えるなら一度自治会の皆さんで入村料の在り方について検討し

てはどうかと思います。いただいたご意見は議会で共有します。 

・私も 14 年前に村入りしたが、協議費は請求されるが総会には案内がな

かった。そのことを伝えると、集落も慣れないことで困惑されたと思う。話し

合いを重ねて良い解決策を見つけてほしい。 

・15 年以上住み続けないと村財産に関する権利が発生しない自治会もあります。共有財

産をどう扱っていくのかとの課題もあります。いただいたご意見は議会で共有します。 
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・自治会長（A）：入村料は 50,000 円、協議会費も前後期で徴収。 

・自治会長（B）：入村料 9,000 円と公民館建設負担金 100,000 円

が要る。 

・自治会長（C）：86戸の集落で独り暮らしが多い。入村料はなしで協

議費は 18,000 円／年。営農組合が農地と栗園を管理している。農業

法人に 2 ㌶ほど預けて酒米も作っており、山は集落の森林組合が市の組

合と連携しながら管理している。 

・いただいた情報は議会で共有します。 

・保育園児が 3 人居るが年齢差がある。独りになったら親が送り迎えする

のか。 

・子どもに危険がある課題は行政も考えないといけないと思います。地域に対しては見守りの

依頼が学校側からあるかも知れません。夏場は「熱中症対策」でバスを出しているので、一

人で登下校する児童に対応できるかも知れません。持ち帰って情報共有し、検討していきた

いと思います。 

・親が亡くなって、私の農地はグリーンファームにお願いしているが、大変な

のは草刈り。皆でやろうと「草刈り隊」を作ったが、道や耕作放棄地ののり

面など、本来耕作者が管理場所を刈ると不公平感が生まれ運営を妨げ

る。他の地域の状況はどうか。 

・市内には 20か所に草刈り隊が結成され、助成金が市から 10万円出されていましたが、草

刈り機等の購入に助成を始めたため、現状は 5 万円の助成となっています。丹波篠山市で

は「地域の農地は地域で守る」が原則になります。他地域の状況は市の方がよく把握してい

るので、農都創造課で相談していただければと思います。 
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・草刈り隊員の費用弁償はどうなっているか。 

・その財源は、地主（受益者）から徴収することが多いですが、費用弁償の方法は草刈り

隊毎に異なっていると認識しています。費用弁償の方法についても、農都創造課に相談され

るのが良いと考えます。 

・多面的機能支払交付金も活用できます。 

 


